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要旨　本稿では朱德熙が 1982 年に著した《语法讲义》の第 8 章（pp.114-115）の“存现宾语”（存現目的語）
について論じた。主に、朱德熙（1982:114-115）の存現目的語に対する記述を解説しながら、朱德熙（1982:114-
115）が挙げた例の文に対して、形式意味論の概念を用いた論理式で表記し、文中に含まれている意味を厳密に
解釈した。第一章では、存現目的語を含む文を二つのタイプ（A タイプと B タイプ）に分けられることを確認
し、論理式を用いて両者の差異を明らかにした。また、[ 消失 ] の意味は厳密に [ －存在 ] と解釈できることを




　本稿では朱德熙が 1982 年に著した《语法讲义》の第 8 章（pp.114-115）の“存现宾语”（以下、存現目的語
と称する）について論じる。主として、朱德熙（1982:114-115）の存現目的語に対する記述を見ながら、朱德
熙（1982:114-115）が挙げた用例に対して、形式意味論の概念を用いて厳密に解釈する。周知の如く、存現目
的語を含み、[ 存在 ]、[ 出現 ]、[ 消失 ] といった意味を表す存現文は、これまで多くの研究がなされてきたが、
朱德熙（1982:114-115）の見解をもとに存現文に含まれる意味を厳密に論理表記した論考は管見の及ぶ限り見
当たらないため、今回敢えてこのような研究を試みたい。まず、第一章では、存現目的語を含む文が二つのタ
イプ（A タイプと B タイプ）に分けられることを確認し、その後、論理式を用いて両者の差異を明らかにする。
第二章では、A タイプの特徴について、そして第三章では、B タイプの特徴について論理式を用いながら詳述
する。最後の第四章においては、A グループについて更に論じる。
1．A グループと B グループの特徴について
朱德熙（1982:114）は“存现宾语表示存在、出现或消失的事物”（存現目的語は [ 存在 ] したり、[ 出現 ] したり、

















（12） 他们家跑了一只猫（彼らの家で猫が一匹逃げた）    　
　上の（1）-（12）の例は大きく分けると二つに分けることができる。すなわち、朱德熙（1982:114）は（1）-（6）
を A グループ、（7）-（12）を B グループに分けている。両者の違いはどのような点にあるのだろうか。以下、




或消失的。（3）A 组动词带后缀“着”。B 组动词带后缀“了”或带补语。不过 A 组的宾语如果带数量词的话，动
词也可以带“了”， 例如 : 黑板上写了两个字｜墙上贴了一幅标语｜楼上住了一位客人」
　上記の中国語を日本語へ翻訳すると次のようになる。
　「A グループ B グループの文型の主語は全て場所詞あるいは場所句であり、目的語は全て不定である。この
点は両者は共通している。違いは以下の三つである。一つ目は、意味の面から言うと、A グループは [ 存在 ]









　引用とそれに対する翻訳がやや長くなったので、上の記述を基に、A グループと B グループの特徴を簡潔に
纏めることにしよう。以下の表 1 を見られたい。











































　すなわち、A グループは文全体としては、[ 存在 ] を表しており、文中における動詞は状態を表し、かつ、動
詞は接尾辞“着”を伴う。そして、目的語が数量詞を伴う場合には接尾辞“了”を伴うことができる、という
ことが分かる。一方、B グループは、全体としては [ 出現 ] あるいは [ 消失 ] を表し、動詞は [ 出現 ] あるいは [ 消
失 ] を表す。そして、接尾辞“了”あるいは補語を伴うことができる、ということが分かる。

























（15） 写 '（, 字）
　この式の読みは「～が字を書く」となる。そして、“写”の動作者は（15）の文においては不明瞭なので、“φ”
を用いて表記することにし（以下同様）、
（16） 写 '（φ , 字）
と表示することにする。この（16）の式は「誰かが字を書く」と読むことができる。次に“黑板上写着字”の
文において“字”は黒板に存在しているため、
（17） 写 '（φ , 字）& 存在 '（字 , 黑板上）










（18） 写 '（φ , 字）& 存在 '（字 , 黑板上）& 有’（存在’（字 , 黑板上）, 着） 
　この（18）の中の“有’（存在’（字 , 黑板上）, 着）”の部分の読みは「字が黒板に存在するが、[ 持続 ] とい
う様態を持つ」となり、（18）全体を読むと「誰かが字を書き、かつ、それ（字）が黒板に存在し、かつ、それ（字
が黒板に存在する）が [ 持続 ] という様態を持つ」となる。
　そして、この（18）の式に対して、話題の役割を担っている“黑板上”を加えると、以下の（19）のように“黑
板上写着字”の全体の式がついに完成する。つまり、（13）の式である“有 '（黑板上 ,）”に上の（18）の式を
埋め込むのである。あるいは、以下の（19）の式は、（14）の式である“有 '（黑板上 , 写着字）”を厳密に論理
表記したと言ってもよい。
（19） 有’（黑板上 , 写’（φ , 字）& 存在’（字 , 黑板上）& 有’（存在’（字 , 黑板上）, 着））  
　この（19）の式の全体的な読みは次のようになる。つまり、「黒板という話題（topic）が、誰かが字を書き、
かつ、それ（字）が黒板に存在し、かつ、それ（字が黒板に存在する）が [ 持続 ] という様態を持つ、という
評価表現（comment）を持つ」となる。ただ、（19）の式は丸括弧「（　）」が多く使われており、この式に内
在する作用域（scope）が見にくいので、異なる括弧を使うようにする（以下同様）。そこで、本稿では「（  ）」、「{ 
}」、「[   ]」、「【 　】」の四つの括弧を用いることにし、「（   ）」よりも「{   }」の方が作用域が広く、「{   }」より
も「[   ]」の方が作用域が広く、「[   ]」よりも「【   】」の方が作用域が広い、ということにする。従って、（19）
の式は以下のように書き換えることができる。
（20） 有’[ 黑板上 , 写’（φ , 字）& 存在’（字 , 黑板上）& 有’{ 存在’（字 , 黑板上）, 着 }]
　更に、カタカナと漢字を用いて添え字とし、式を更に読みやすくさせると次のようになる。
（21）  　　　　　書ク ～ガ ～ヲ 　 存在スル ～ガ ～ニ　　持ツ　　 　～ガ　　　～ヲ
      有’[ 黑板上 , 写’（ φ , 字） 　&  　在’（字 , 黑板上） & 有’{ 在’（字 , 黑板上）, 着 }]




（22） 書ク ～ガ ～ヲ 
　　 写’（φ , 字）
といった添え字を加え、この（22）の式は「誰かが字を書く」と読むことができる。次に、（21）の中の“存在’
（字 , 黑板上）”の式は次のような添え字が加わる。
（23） 存在スル ～ガ ～ニ
　　　存在’（字 , 黑板上）
　この式は「字が黒板に存在する」と読める。更に（21）の式における“有’{ 存在’（字 , 黑板上）, 着 }”の
部分にも添え字を置くと、
（24） 持ツ　　 　～ガ　　　　～ヲ
　　 有’{ 存在’（字 , 黑板上）, 着 }




（25） 有’[ 黑板上 , 写’（φ , 字）& 在’（字 , 黑板上）& 有’{ 存在’（字 , 黑板上）, 着 }]




　では、いま一度（21）の論理式（“有’[ 黑板上 , 写’（φ , 字）& 存在’（字 , 黑板上）& 有’{ 存在’（字 , 黑板上）,
着 }]”）の全体を丁寧に読んで確認しておこう。つまり、“黑板上写着字”を表した（21）の式は、「黒板という
話題（topic）が、誰かが字を書き、かつ、それ（字）が黒板に存在し、かつ、それ（字が黒板に存在する）が









（26）  貼ル ～ガ ～ヲ 存在スル  ～ガ  ～ニ   　持ツ　　　～ガ ～ヲ
      有’[ 墙上 , 贴’（φ , 标语） & 存在’（标语 ,墙上） &　有’{ 存在’（标语 , 墙上）, 着 }]
　　持ツ　　～ガ　　　　　　　　　　　　　　 　～ヲ
（26）の論理式は「壁という話題が、誰かが標語を貼り、かつ、それ（標語）が壁に存在し、かつ、それ（標




① “有’[ 墙上 ,……]”
② “贴’（φ , 标语）”
③ “存在’（标语 , 墙上）”
④ “有’{ 存在’（标语 , 墙上）, 着 }”
である。まず①の“有’[ 墙上 ,……]”は「壁という話題が、～という評価表現を持つ」と読むことができる。“……”
は省略の意味で用いた。要するに、実際には、（26）を見ると分かるように、“贴’（φ , 标语）& 存在’（标语 , 墙上）
& 有’{ 存在’（标语 , 墙上）, 着 }”という式が入るが、一つの式に集中するため、一度、省略した形で確認を行っ
たのである（以下同様）。次に、②の“贴’（φ , 标语）” の部分の式は「誰かが標語を貼る」という読みになる。
そして、③の“存在’（标语 , 墙上）”の部分の式は「標語が壁に存在する」という読みになり、更に、④の“有’
{ 存在’（标语 , 墙上）, 着 }”の部分は「標語が壁に存在するが、[ 持続 ] という様態を持つ」といった読みになる。
2.3 “门上挂着帘子”の論理式
　“门上挂着帘子”の論理式は以下のように書ける。
（27）  掛ケル ～ガ ～ヲ 　存在スル ～ガ   ～ニ 持ツ　　　～ガ ～ヲ
      有’[ 门上 , 挂’（φ , 帘子） & 存在’（帘子 , 门上）  & 有’{ 存在’（帘子 , 门上）, 着 }]
　　持ツ　　～ガ　　　　　　　　　　　　　　～ヲ
（27）の式全体の読みとしては「ドアという話題が、誰かがすだれを掛け、かつ、それ（すだれ）がドアに存在し、












（28）  座ル 　　～ガ  　存在スル ～ガ ～ニ  　持ツ　  　　～ガ ～ヲ
      有’[ 台上 , 坐’（主席团）& 存在’（主席团 , 台上） & 有’{ 存在’（主席团 , 台上）, 着 }]
　　持ツ　　～ガ　　　　　　　　　　　　　　～ヲ
　（28）の論理式は「壇上という話題が、議長団が座り、かつ、それ（議長団）が壇上に存在し、かつ、それ（議




在’（主席团 , 台上）” は「議長団が壇上に存在する」と読むことができ、④の“有’{ 存在’（主席团 , 台上）, 着 }”
は「議長団が壇上に存在するが、[ 持続 ] という様態を持つ」と読むことができる。
2.5 “楼上住着客人”の論理式
“楼上住着客人”は下記のような論理式となる。
（29）  泊マル   ～ガ  　存在スル ～ガ ～ニ  　　持ツ　　　～ガ ～ヲ
      有’[ 楼上 , 住’（客人）　&　存在’（客人 , 楼上） & 有’{ 存在’（客人 , 楼上）, 着 }]
　　持ツ　　～ガ　　　　　　　　　     　　～ヲ
（29）の式全体としては「上の階という話題が、お客が泊まり、かつ、それ（お客）が上の階に存在し、かつ、
それ（お客が上の階に存在する）が [ 持続 ] という様態を持つ、という評価表現を持つ」といった読みが可能
である。簡潔な読みは「上の階という話題が、お客が泊って上の階に存在している、という評価表現を持つ」
となる。
　ここでも式を① - ④の四つに分けて確認しておこう。まず一つ目の①“有’[ 楼上 ,……]”は「上の階という
話題が、～という評価表現を持つ」と読むことができる。二つ目の②“住’（客人）”は「お客が泊まる」と読
むことができる。三つ目の③“存在’（客人 , 楼上）”は「お客が上の階に存在する」と読むことができる。四




（30） 横タワル ～ガ　  存在スル ～ガ 　 　～ニ    　持ツ ～ガ ～ヲ
有’[ 床上 , 躺’（一个孩子） & 存在’（一个孩子 , 床上） & 有’{ 存在’（一个孩子 , 床上）, 着 }]
持ツ　～ガ　　　　　　　　　　　　　　　      　　～ヲ
（30）の論理式は「ベッドという話題が、一人の子供が横たわり、かつ、それ（一人の子供）がベッドに存在し、














（31）  書ク  ～ガ  ～ヲ   　　持ツ　  　～ガ 　   　　～ヲ
有’【黑板上 , 写’（φ , 两个字）  &  有’{ 写’（φ , 两个字）, 了 }&
持ツ　　～ガ
存在スル  ～ガ   ～ニ









の部分の式で、これは「誰かが二つの字を書く」と読むことができる。三つ目は“有’{ 写’（φ , 两个字）, 了 }”
の式である。この式の読みは、「誰かが二つの字を書くが、[ 完了 ] という様態を持つ」と読める。そして、四




（32）           　貼ル  ～ガ  　～ヲ　　持ツ　　  ～ガ　　　 　　～ヲ  
　　有’【墙上 , 贴’（φ , 一幅标语）& 有’{ 贴’（φ , 一幅标语）, 了 }&
　　持ツ　　～ガ
存在スル    ～ガ 　 ～ニ  
　　有’[ 有’{ 贴’（φ , 一幅标语）, 了 }, 存在’（一幅标语 , 墙上）]】




誰かが一枚の標語を貼り、かつ、それ（誰かが一枚の標語を貼る）が [ 完了 ] という様態を持ち、かつ、それ（誰
かが一枚の標語を貼った）が一枚の標語が壁に存在するという様態を持つ、という評価表現を持つ」である。
　この式も以下の四つに分けて読むことができる。一つ目の“有’【墙上 ,……】”は「壁が、～という評価表
現を持つ」と読み、二つ目の“贴’（φ , 一幅标语）”は「誰かが一枚の標語を貼る」と読み、三つ目の“有’{ 贴’
（φ , 一幅标语）, 了 }”は「誰かが一枚の標語を貼るが、[ 完了 ] という様態を持つ」と読み、四つ目の“有’[ 有’






（33）          　泊マル　　 ～ガ  　持ツ　  　～ガ　　　～ヲ
　　有’【楼上 , 住’（一位客人）& 有’{ 住’（一位客人）, 了 }&
　　持ツ　～ガ　　　　
存在スル  ～ガ  ～ニ
　　有’[ 有’{ 住’（一位客人）, 了 }, 存在’（一位客人 , 楼上）]】








むことができ、三つ目の“有’{ 住’（一位客人）, 了 }”は「お一人のお客が泊まるが、[ 完了 ] という様態を持
つ」と読むことができ、四つ目の“有’[ 有’{ 住’（一位客人）, 了 }, 存在’（一位客人 , 楼上）]”は「お一人の
お客が泊まったが、お一人のお客が上の階に存在するという様態を持つ」と読むことができる。




（34）  　 　　  来ル  ～ガ  　　　持ツ  　～ガ　　　～ヲ
　　有’【对面 , 来’（一个人）& 有’{ 来’（一个人）, 了 }&
　　持ツ　　～ガ　　　
出現スル　～ガ  ～ニ
　　有’[ 有’{ 来’（一个人）, 了 }, 出现’（一个人 , 对面）]】
　　持ツ　　　　　　　～ガ　　　　　　　　　　　　～ヲ
～ヲ





う評価表現を持つ」と読み、“来’（一个人）”の部分は「一人の人が来る」と読み、“有’{ 来’（一个人）, 了 }” 
の部分は「一人の人が来るが、[ 完了 ] という様態を持つ」と読み、“有’[ 有’{ 来’（一个人）, 了 }, 出现’（一
个人 , 对面）]”は「一人の人が来たが、一人の人が向かい側に出現するという様態を持つ」と読むことができる。
3.2 “商店里到了一批货”の論理式
“商店里到了一批货”の論理式は、      
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（35）  届ク   　～ガ   持ツ　　 ～ガ   　　～ヲ  
      有’【商店里 , 到’（一批货） & 有’{ 到’（一批货）, 了 }&
　　持ツ　　　～ガ
出現スル　～ガ    ～ニ
　　有’[ 有’{ 到’（一批货）, 了 }, 出现’（一批货 , 商店里）]】
　　持ツ　        　　～ガ　　　　　    　　　～ヲ
～ヲ
となる。この（35）の論理式全体は「店にという話題が、一口の品物が届き、かつ、それ（一口の品物が届く）





と読み、“有’{ 到’（一批货）, 了 }”は「一口の品物が店に届くが、[ 完了 ] という様態を持つ」と読み、“有’[ 有’{ 到’




（36）     　飛ビ込ンデ来ル  ～ガ                           　　　　　出現スル   　～ガ　 ～ニ   
      有’[ 屋里 , 飞进来’（一只蜜蜂）& 有’{ 飞进来’（一只蜜蜂）, 出现’（一只蜜蜂 , 屋里）}]
持ツ　　　　　～ガ　　　　　　　　　　～ヲ










 （37）  　 　　　生エ出テ来ル   ～ガ　                    　　　出現スル  　～ガ   ～ニ















（38）             　　死ヌ  ～ガ     持ツ     　～ガ　　　　～ヲ
　　有’【村子里 , 死’（一个人） & 有’{ 死’（一个人）, 了 }&
　　持ツ　　～ガ
存在シナイ  ～ガ   　～ニ
　　有’[ 有’{ 死’（一个人）, 了 }, ￢存在’（一个人 , 村子里）]】
　　持ツ　　　　　　　　～ガ　　　　　　　　～ヲ
～ヲ






そして、“有’{ 死’（一个人）, 了 }” の部分は「一人の人が死ぬが、[ 完了 ] という様態を持つ」と読み、更に、“有’[ 有’




は、[ 消失 ] の意味を表すが、これは論理式において [ －存在 ] と解釈しているのである。[ 出現 ] の意は [ －存在 ]
と解釈した方がより厳密な表記であると言える。実は、この点に注目することで、本稿で取り扱っている存現
目的語（“存现宾语”）の命名の由来が明白となる。要するに、朱德熙（1982:114-115）は、[ 存在 ]、[ 出現 ]、[ 消
失 ] の総称して“存现”とし、この中の [ 消失 ] は [ －存在 ] と解釈していたと推測できるのである 4）。従って、
本稿の論理式による解析によって、朱德熙（1982:114-115）の見解が極めて周到であることを確認することが
できる。
　さて、以下の 3.6 でもう一つ [ 消失 ]、要するに [ －存在 ] の意味を表す文（“他们家跑了一只猫”）を論理解
析しよう。
3.6 “他们家跑了一只猫”の論理式    　
 （39）  逃ゲル   ～ガ    　持ツ　　～ガ ～ヲ
　　有’【他们家 , 跑’（一只猫） & 有’{ 跑’（一只猫）, 了 }&
　　持ツ　　～ガ
存在シナイ  ～ガ  ～ニ
　　有’[ 有’{ 跑’（一只猫）, 了 }, ￢存在’（一只猫 , 他们家）]】










の部分の式は「一匹の猫が逃げる」と読み、“有’{ 跑’（一只猫）, 了 }” の部分の式は「一匹の猫が逃げるが、[ 完
了 ] という様態を持つ」と読み、“有’[ 有’{ 跑’（一只猫）, 了 }, ￢存在’（一只猫 , 他们家）]”の部分の式は「一
匹の猫が逃げたが、一匹の猫が彼らの家に存在しないという様態を持つ」と読むことができる。
　以上、A グループと B グループについて論じてきたが、朱德熙（1982:115）では、A グループについて更に
詳述しているので、次章ではこの点について言及し、その後、用例を論理式で表記することにしたい。　
4．A グループに対する詳述












（40） 黑板上写着字（黒板に字が書いてある） → 字写在（・de）黑板上（字は黒板に書いてある）
（41） 墙上贴着标语（壁に標語が貼ってある） → 标语贴在（・de）墙上（標語は壁に貼ってある）
（42） 池子里养着鱼（池に魚が飼ってある） → 鱼养在（・de）池子里（魚は池に飼ってある）
（43） 楼上住着客人（上の階にお客が泊まっている） → 客人住在（・de）楼上（お客は上の階に泊まっている）
（44） 床上躺着一个孩子（ベッドに子供が一人横たわっている） → 孩子躺在（・de）床上（子供はベッドに横たわっ
ている）
　このように A グループに属する文が上の（40）-（44）のように変換できるのは重要である。なぜなら、こ






（45）　 書ク ～ガ ～ヲ   存在スル  ～ガ  ～ニ












（46）　 貼ル  ～ガ ～ヲ　存在スル ～ガ ～ニ
有’{ 标语 , 贴’（φ , 标语）  & 在’（标语 , 墙上）}
　　持ツ　　～ガ ～ヲ










（47） 飼ウ ～ガ ～ヲ 存在スル  ～ガ 　～ニ
有’{ 鱼 , 养’（φ , 鱼）   &   在’（鱼 , 池子里）}
持ツ　～ガ　　　　　　　　　　～ヲ
と書ける。この式の中の“有’{ 鱼 ,……}”の部分は「魚という話題が、～という評価表現を持つ」と読み、“养’（φ ,
鱼）”の部分は「誰かが魚を飼う」と読み、“在’（鱼 , 池子里）”の部分は「魚が池に存在する」と読めるので、





（48） 泊マル  ～ガ 存在スル ～ガ ～ニ









（49）  横タワル ～ガ  　存在スル ～ガ ～ニ
有’{ 孩子 , 躺’（孩子） & 在’（孩子 , 床上）}
持ツ　　～ガ　　　　　　   ～ヲ
　この式は以下の三つ分けて細かく読むことが可能である。即ち、“有’{ 孩子 ,……}”の部分の式は「子供と
いう話題が、～という評価表現を持つ」と読み、“躺’（孩子）”の部分の式は「子供が横たわる」と読み、“在’（孩子 ,




















が出ている）は、それぞれ“* 会开在屋里”、“* 雨下在外头”、“* 烧发在身上”に変換することができない。な
ぜなら、この類の文の目的語は存現目的語ではないからである。意味の面から言うと、A グループの文型は事









（56）　　　　開ク ～ガ 　～ヲ  持ツ    ～ガ     　　～ヲ　 持ツ　　　   ～ガ　　  　　　～ヲ
　　有’【屋里 , 开’（φ , 会） & 有’{ 开’（φ , 会）, 屋里 }& 有’[ 有’{ 开’（φ , 会）, 屋里 }, 着 ]】
　　持ツ　　～ガ　　　　　　　　　　　            　　　　　　　　～ヲ
　この式はやや長いが全て読むと「部屋という話題が、誰かが会議を開き、かつ、それ（誰かが会議を開く）





だが、これは「誰かが会議を開く」と読むことができる。そして三つ目は“有’{ 开’（φ , 会）, 屋里 }”であり、
「誰かが会議を開くが、部屋という場所を持つ」と読むことができる。最後の四つ目は“有’[ 有’{ 开’（φ , 会）,
屋里 }, 着 ]”であり、この式の読みは「誰かが会議を開くが部屋という場所を持つが、[ 持続 ] という様態を持つ」
となる。
　重要なことは、この論理式では事物がある場所に存在していること、つまり [ 存在 ] の意味が読み取れない、










（57）  開ク ～ガ ～ヲ 存在スル  ～ガ  ～ニ
有’{ 会 , 开’（φ , 会）   &  在’（会 , 屋里）}
持ツ　～ガ　　　　　　　　　　～ヲ
　ここでの式は、部分的に見ていくと、“有’{ 会 ,……}”は「会議という話題が、～という評価表現を持つ」






（58）　 降ル ～ガ  持ツ　　　～ガ　～ヲ　持ツ ～ガ ～ヲ
　　有’【外头 , 下’（雨） & 有’{ 下’（雨）, 外头 } & 有’[ 有’{ 下’（雨）, 外头 }, 着 ]】
　　持ツ　　～ガ　　　　　　　　　　　　　　        　　　～ヲ
　この式は「外という話題が、雨が降り、かつ、それ（雨が降る）が外という場所を持ち、かつ、それ（雨が





そして、“有’{ 下’（雨）, 外头 }” の部分は「雨が降るが、外という場所を持つ」と読むことができる。最後に“有’[ 有’
{ 下’（雨）, 外头 }, 着 ]” の部分は「雨が降るが外という場所を持つが、[ 持続 ] という様態を持つ」と読むこと
ができる。従って、“外头下着雨”は、上述の“屋里开着会”と同様に、出来事自体が“着”によって [ 持続 ]




（59） 降ル ～ガ  存在スル 　～ガ  ～ニ












（60）　 出ス ～ガ ～ヲ　　持ツ    　～ガ　　　～ヲ
　　有’[ 身上 , 发’（身上 , 烧）& 有’{ 发’（身上 , 烧）, 着 }] 
　　持ツ　　～ガ　　　　　　　　　　　　　　～ヲ
　（60）の式である“有’[ 身上 , 发’（身上 , 烧）& 有’{ 发’（身上 , 烧）, 着 }]”の読みは「体という話題が、




{ 发’（身上 , 烧）, 着 }” の部分は「体が熱を出すが、[ 持続 ] という様態を持つ」と読める。そのため、この“身
上发着烧”も存現文ではないことが分かる。つまり、“身上发着烧”は既に論じた“屋里开着会”、“外头下着雨”




（61）　 出ル ～ガ ～ヲ  存在スル ～ガ  ～ニ
有’{ 烧 , 发’（φ , 烧）   &   在’（烧 , 身上）｝
持ツ　～ガ　　　　　　　　～ヲ
　この式は以下の三つに分けて細かく読むことが重要である。まず“有’{ 烧 ,……}”は「熱という話題が、～






解釈した。第一章では、存現目的語の特徴を基に、二つのタイプ（A タイプと B タイプ） に分けられることを









である。たとえばある対象 a が赤い色をしていたとしよう。対象 a にとって赤いという色は外的性質であり、
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